
特
集
・
都
市
の
な
か
の
川
⑥

水
と
農
業

宮
沢
哲
也
＜
緑
政
局
農
政
部
緑
政
課
企
画
振
興
係
長
＞

都
市
に
お
け
る
水
田
は
、
環
境
面
で
緑
地
、
空
間
的
機
能
を
持
つ
こ
と
の
み
な
ら
ず

豪
雨
時
に
お
け
る
遊
水
池
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。
都
市
化
に
よ
る

農
業
用
水
の
汚
濁
は
稲
作
後
退
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
が
、
決
め
手
で
あ
る

下
水
道
整
備
が
で
き
る
ま
で
の
当
面
の
対
策
と
用
水
保
全
策
を
考
え
る
。

一
―
は
じ
め
に

二
―
都
市
化
と
農
業
用
水

三
―
農
業
用
水
汚
濁
に
よ
る
被
害

四
―
農
業
用
水
汚
濁
実
態
調
査
の
実
施

五
―
ゆ
た
か
な
田
園
風
景
の
復
活
の
た
め
に

一

は
じ
め
に

　
都
市
化
が
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
農
業
用
水
の
汚
濁

が
あ
げ
ら
れ
る
。
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
横

浜
市
に
は
四
、
五
七
六
ｈ
ａ
の
農
地
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

七
五
六
ｈ
ａ
の
未
利
用
農
地
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
原
因
と
し
て
兼
業
化
の
進
行
に
伴
う
農
業
労

働
力
の
流
失
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
に

よ
る
農
業
環
境
の
悪
化
―
就
中
農
業
用
水
の
汚
濁
に

よ
る
も
の
も
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
五
年
、
横
浜
市
に
は
約
三
、
三
〇
〇
ｈ
ａ
の

水
田
が
あ
り
、
市
内
各
所
に
ト
ソ
ボ
が
飛
び
、
ド
ジ
ョ

ウ
、
フ
ナ
が
遊
ぶ
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
展
開
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
牧
歌
的
風
景
も
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら

の
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
の
波
に
呑
ま
れ
、
現
在
、

本
市
の
水
田
は
八
六
七
・
八
ｈ
ａ
、
昭
和
三
十
五
年
を
一

〇
〇
と
す
れ
ば
実
に
二
六
の
指
数
を
示
す
ま
で
に
減
少

し
て
し
ま
っ
た
。
（
ち
な
み
に
畑
は
六
、
三
九
三
ｈ
ａ
が

三
、
四
五
七
ｈ
ａ
、
指
数
五
四
と
な
り
田
畑
合
計
の
指
数

は
四
四
・
六
と
な
る
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
横
浜
市
に
お
い
て
は
農
業
を
都
市

と
調
和
さ
せ
、
そ
れ
が
も
つ
生
産
機
能
と
緑
地
機
能
を

充
分
活
用
し
、
住
み
よ
い
都
市
造
り
の
一
環
に
位
置
付

け
、
都
市
農
業
と
し
て
確
立
し
て
い
く
た
め
、
農
業
専

用
地
区
設
定
事
業
を
始
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
各

種
の
農
業
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
都
市
農
業
の
存
立
条
件
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
も

の
に
高
地
価
・
高
労
賃
に
見
合
う
高
収
益
性
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
耕
地
の
高
度
利
用
と
施
設
整
備
に
よ

り
企
業
的
経
営
を
志
向
す
る
集
団
を
育
成
し
て
い
る

が
、
反
面
、
そ
の
生
計
の
大
半
を
農
外
労
働
に
依
存
す

る
兼
業
農
家
の
存
在
も
地
域
農
業
の
形
成
に
は
無
視
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
兼
業
農
家
に
と
っ
て
水
稲
作
は
省
力
化
さ

れ
、
栽
培
技
術
も
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
導
入
し
や
す

い
作
目
と
さ
れ
、
ま
た
専
業
農
家
に
と
っ
て
も
水
稲
作

は
労
働
力
配
分
・
農
業
資
材
確
保
の
面
か
ら
、
野
菜
作

に
比
べ
て
低
生
産
性
に
か
か
わ
ら
ず
無
視
で
き
な
い
位

置
を
占
め
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
全
体
か
ら
し
て
も
、
水
田
の
も
つ
農
業
環

境
保
全
上
の
意
義
は
空
中
湿
度
・
気
温
の
微
調
整
、
地

下
水
の
涵
養
源
等
そ
の
効
用
は
数
量
的
に
計
り
き
れ
な

46
調査季報51　76.9



い
も
の
が
あ
り
、
都
市
環
境
保
全
面
に
お
い
て
も
、
都

市
の
高
温
化
・
沙
漠
化
の
防
止
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

　
こ
の
よ
う
に
都
市
に
と
っ
て
存
在
価
値
の
あ
る
水
田

が
、
農
業
用
水
の
汚
濁
に
よ
り
衰
退
す
る
の
は
、
何
と

し
て
も
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
観
点
に
た
っ
て
農
業
用
水
の
汚
濁
の
実
態
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
小
論
を
述
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

二

都
市
化
と
農
業
用
水

　
農
業
は
動
植
物
の
生
命
現
象
を
基
礎
と
し
て
営
ま
れ

て
お
り
、
水
の
確
保
が
そ
の
地
域
の
農
業
の
成
立
要
件

と
な
っ
て
い
た
。

　
弥
生
時
代
以
来
、
古
代
日
本
で
は
農
業
共
同
体
の
発

展
に
よ
っ
て
急
速
に
国
家
形
成
が
進
行
し
た
が
、
地
理

的
に
み
れ
ば
、
河
川
水
・
池
沼
水
が
豊
か
な
湿
地
帯
を

中
心
に
発
展
を
み
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
東
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
属
す
る
わ
が
国
の

古
代
の
姿
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
湿
原
が
拡
が
り
葦
原
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
を
「
ト
ヨ
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ミ
ズ
ホ

ノ
ク
ニ
」
と
呼
称
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
想
像
に
難
く

な
い
。

　
稲
作
を
中
心
と
し
た
わ
が
国
の
農
業
に
と
っ
て
水
利

は
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
そ
の
量
的
確
保
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
農
村
集
落
の
大
き
な
役
割
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
集
落
の
連
帯
感
も
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
今
日
、
か
つ
て
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
農
村
地

帯
に
工
場
・
人
家
が
密
集
し
、
都
市
施
設
の
未
整
備
は

そ
の
近
隣
の
農
業
地
域
に
工
場
・
生
活
汚
水
の
ダ
イ
レ

ク
ト
な
流
入
を
も
た
ら
し
、
後
述
の
各
種
の
農
業
被
害

の
発
生
を
み
て
い
る
。

　
も
は
や
農
業
用
水
は
量
的
確
保
だ
け
で
は
こ
と
た
り

ず
、
質
的
確
保
と
併
せ
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
横
浜
市
で
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら
水
田
に
つ
い
て
神

奈
川
県
と
協
調
し
て
、
汚
濁
の
進
む
農
業
用
水
を
稀
釈

し
、
用
水
の
確
保
を
は
か
る
た
め
地
下
水
汲
み
あ
げ
に

よ
る
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
に
さ
く
井
し
た
も
の
は
、
緑
区
谷
本
川
沿

岸
地
区
を
は
じ
め
一
四
ヵ
所
、
受
益
面
積
一
二
八
ｈ
ａ
に

及
ん
で
い
る
。

　
こ
の
第
二
の
農
業
用
水
と
も
い
え
る
地
下
水
は
、
全

国
の
年
間
使
用
量
、
三
三
億
ト
ン
。
農
業
用
水
全
体
で

占
め
る
割
合
は
六
・
五
％
に
達
し
、
干
ば
つ
の
時
の
一

時
的
な
利
用
を
含
め
る
と
、
濯
漑
面
積
は
約
五
十
万
ｈ
ａ

に
及
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
畑
地
灌
漑

を
積
極
的
に
普
及
推
進
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
そ
の
水
源
は
い
ぜ
ん
と
し
て
地
下
水
に
よ
る
も
の

が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
下
水
に
つ
い
て
は
、
最
近
過
剰

取
水
に
よ
る
地
盤
沈
下
・
水
枯
れ
が
各
地
で
深
刻
と
な

っ
て
き
て
い
る
た
め
、
国
に
お
い
て
は
地
下
水
採
取
の

規
制
を
法
制
化
し
よ
う
と
国
土
庁
を
中
心
に
関
係
省
庁

の
調
整
を
急
い
で
い
る
。

　
建
設
省
は
地
下
水
を
公
水
的
位
置
づ
け
を
し
、
地
下

水
の
す
べ
て
を
採
取
規
制
し
て
、
水
資
源
と
し
て
総
合

的
に
管
理
し
て
い
こ
う
と
い
う
内
容
の
「
地
下
水
法

案
」
を
準
備
し
、
環
境
庁
は
地
盤
沈
下
の
防
止
を
目
的

と
し
た
「
地
盤
沈
下
防
止
法
案
」
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
農
林
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
農

業
用
地
下
水
研
究
会
（
会
長
山
本
荘
毅
東
京
教
育
大
学

教
授
）
が
基
本
的
な
考
え
方
を
次
の
と
お
り
と
り
ま
と

め
て
い
る
。

　
地
下
水
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
い
か
に
地
下
水
障
害

を
抑
え
つ
つ
、
効
果
的
に
利
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
を

基
本
的
認
識
と
す
べ
き
で
あ
り
、

一
、
将
来
に
お
け
る
水
利
用
は
地
表
水
利
用
が
大
宗
を

占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地
表
水
を
得
が
た
い
畑
地

帯
で
の
地
下
水
利
用
は
今
後
と
も
必
要
で
あ
る
。

二
、
農
業
用
地
下
水
の
多
く
は
地
盤
沈
下
等
の
環
境
悪

化
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
少
な
い
。
揚
水
期
間
が
一
般

的
に
短
い
。
浅
層
不
圧
地
下
水
利
用
が
主
な
も
の
で
あ

る
。

三
、
沖
積
平
野
及
び
海
成
積
台
地
に
お
い
て
は
、
被
圧

地
下
水
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
限
ら
れ
た
範

囲
で
あ
り
、
他
用
途
利
用
と
複
合
し
て
い
る
。
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農
業
用
地
下
水
利
用
適
正
化
の
た
め
の
施
策
と
し
て

は
、

一
、
農
業
用
地
下
水
利
用
の
う
ち
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
問
題
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
表
水
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
特
に
地
盤
沈
下
が
深
刻
化

し
て
い
る
地
域
で
の
措
置
は
緊
急
を
要
す
る
。

二
、
農
業
用
地
下
水
の
新
規
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
環

境
保
全
の
見
地
か
ら
検
討
を
含
め
た
十
分
な
事
前
調
査

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三
、
今
後
と
も
継
続
し
て
地
下
水
利
用
を
行
う
地
域
に

つ
い
て
は
、
利
用
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
の
実
施
及

び
地
下
水
位
観
測
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
。

四
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
農
業
に
お
け
る
地
下
水
利
用
が

他
用
途
利
用
と
混
在
し
て
い
る
実
情
を
考
え
、
必
要
に

応
じ
て
他
用
途
に
お
け
る
各
種
措
置
と
並
行
し
て
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
等
、
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
の
農
業
用
水
と
し
て
利
用
が
考
え
ら
れ
る
も
の

に
下
水
処
理
水
が
あ
る
。
現
状
で
は
、
二
次
処
理
ま
で

で
、
成
分
的
に
窒
素
過
多
等
不
適
な
も
の
で
あ
る
が
、

将
来
三
次
処
理
等
高
度
処
理
技
術
か
確
立
す
れ
ば
十
分

活
用
が
期
待
で
き
、
下
水
処
理
場
と
農
業
専
用
地
区
を

連
結
し
農
業
生
産
の
場
に
利
用
い
た
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

　
参
考
ま
で
に
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
農
業
用
水
の
類

型
と
問
題
点
等
を
列
記
し
て
み
る
と
（
表
-
１
）
の
よ

う
に
な
る
。

三

農
業
用
水
の
汚
濁
に
よ
る
被
害

　
農
業
用
水
汚
濁
に
よ
る
農
業
被
害
は
、
極
め
て
複
雑

な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
現
れ
方
に
よ
り
直
接
被
害
と

間
接
被
害
に
区
分
さ
れ
る
。

　
直
接
被
害
は
、
有
害
物
質
が
作
用
体
に
直
接
接
触
す

る
こ
と
か
ら
生
じ
、
間
接
被
害
は
有
害
物
質
が
土
壌
に

蓄
積
し
、
土
壌
の
性
状
が
悪
変
す
る
こ
と
か
ら
、
生
産

力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
酸
・
ア
ル
カ
リ
・
塩
類
等
が
多
量
に
存
在
す
る
場
合

に
は
、
作
物
は
急
性
の
被
害
症
状
を
呈
す
る
が
、
濃
度

が
低
い
場
合
に
は
、
生
育
抑
制
な
ど
慢
性
の
症
状
を
呈

す
る
。
そ
れ
自
体
は
有
害
成
分
で
は
な
く
、
作
物
の
生

育
に
欠
か
せ
な
い
物
質
で
あ
っ
て
も
、
過
剰
に
存
在
す

る
場
合
に
は
、
障
害
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
浮
遊
物
質
が
作
物
体
を
挫
折
せ
し
め
た
り
、
表
面

を
被
覆
し
た
り
し
て
、
機
械
的
損
傷
を
与
え
る
こ
と
も

あ
る
。

　
土
壌
蓄
積
に
よ
る
間
接
被
害
は
、
一
般
に
慢
性
症
状

を
呈
す
る
が
、
蓄
積
量
が
あ
る
線
を
越
す
時
に
は
急
性

の
直
接
被
害
を
与
え
る
。
従
っ
て
、
直
接
被
害
と
間
接

被
害
の
差
異
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、
有

害
成
分
の
存
在
量
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の
形
態
を
と
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
水
質
汚
濁
に
よ
る
農
業
被
害
は
、
年
々
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
そ
の
主
体
は
水
田
に
お
け
る
水

表‐1　農業用水の類型とその確保に関するフローチャート
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稲
が
顕
著
で
あ
る
。

　
横
浜
市
全
域
で
み
ら
れ
る
水
稲
の
被
害
症
状
は
、
汚

濁
水
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
種
類
、
濃
度
、
水
稲
の

生
育
時
期
、
品
種
、
土
壌
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
種
々
異

な
る
が
、
一
般
に
み
ら
れ
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
育
苗
期
に
あ
っ
て
は
、
発
芽
不
良
・
萎
縮
・
心
葉
の

麻
化
・
葉
先
の
褐
変
・
枯
死
・
軟
弱
な
ど
を
呈
し
、
植

付
期
に
は
活
着
不
良
を
み
る
。
分
け
つ
期
に
は
、
分
け

つ
の
遅
延
、
無
効
分
け
つ
の
多
発
、
葉
の
先
端
褐
変
及

び
捲
縮
・
萎
縮
・
枯
死
あ
る
い
は
葉
の
黄
化
、
徒
長
根

の
黒
変
な
ど
を
呈
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
被
害
が
軽

い
場
合
に
は
、
回
復
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　
穂
ば
ら
み
期
に
は
、
上
記
の
他
、
出
穂
遅
延
、
出
穂

不
良
と
な
り
、
被
害
に
対
し
て
極
め
て
鋭
敏
で
あ
る
。

　
出
穂
期
に
は
、
下
位
葉
の
黄
化
・
変
色
・
倒
伏
・
青

立
ち
・
枯
死
な
ど
を
呈
し
、
我
々
が
も
っ
と
も
目
に
触

れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

　
成
熟
期
に
は
、
枯
死
・
萎
漏
な
ど
を
呈
す
る
。

　
以
上
、
水
稲
の
水
質
汚
濁
に
よ
る
被
害
の
諸
情
況
を

各
生
育
時
期
に
よ
り
述
べ
て
み
た
が
、
こ
れ
に
対
応
し

て
栽
培
方
法
も
改
善
工
夫
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
栽
培
品
種
は
、
多
肥
性
や
耐
倒
伏
性
の
も
の
に
変
り

　
「
ニ
ホ
ン
バ
レ
」
「
ア
キ
ニ
シ
キ
」
の
作
付
面
積
が
増

加
し
て
い
る
。
苗
代
様
式
は
、
水
苗
代
か
ら
漸
次
畑
苗

代
に
、
作
型
は
、
普
通
植
え
か
ら
早
期
栽
培
や
早
植
え

に
変
り
つ
つ
あ
る
。
栽
植
密
度
は
疎
植
化
の
傾
向
を
示

し
、
作
型
が
変
ら
な
い
場
合
に
も
、
田
植
え
の
時
期
が

約
十
日
以
上
早
く
な
っ
て
い
る
。

　
施
肥
量
は
、
当
然
窒
素
を
減
ら
し
、
汚
濁
の
著
し
い

地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
無
肥
料
か
、
早
期
倒
伏
と
登
熟
不

良
を
防
止
す
る
た
め
、
燐
酸
・
加
里
を
や
や
多
量
に
使

用
し
て
い
る
。

　
収
量
は
、
従
前
に
比
べ
て
減
少
の
傾
向
を
示
し
、
特

に
水
口
や
水
口
に
近
い
圃
場
で
被
害
が
大
き
く
、
不
稔

粒
や
不
良
米
の
増
加
等
に
よ
り
、
米
質
が
低
下
し
て
い

る
。

　
灌
漑
水
の
管
理
は
か
け
流
し
方
式
が
従
来
と
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
で
は
稲
の
生
育
に
最
少
限
必
要
な
だ
け

灌
漑
す
る
間
断
灌
漑
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
特
に
生
育
後

期
の
灌
水
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
対
応
も
、
汚
濁
が
あ
る
限
界
に
達
す
る

と
栽
培
不
可
能
と
な
り
、
畑
地
転
換
あ
る
い
は
耕
作
放

棄
へ
と
進
む
こ
と
と
な
り
、
環
境
悪
化
に
よ
る
農
家
の

生
産
意
欲
の
減
退
は
、
経
営
全
般
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が

憂
慮
さ
れ
る
。

四

農
業
用
水
汚
濁
実
態
調
査
の
実
施

　
本
来
、
水
利
用
権
は
農
業
の
既
得
権
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
り
、
都
市
化
に
よ
る
水
利
権
の
侵
害
は
農
業
者

　
の
生
活
権
（
生
存
権
）
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

　
都
市
農
業
を
存
続
さ
せ
、
市
民
に
生
鮮
農
産
物
の
安

定
的
供
給
を
は
か
り
、
農
地
の
も
つ
都
市
機
能
が
見
直

さ
れ
て
い
る
今
日
、
そ
の
根
元
と
な
す
農
業
用
水
の
量

と
質
的
確
保
は
、
早
急
に
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　
こ
う
し
た
事
態
に
鑑
み
。
緑
政
局
は
五
十
一
年
度
、

生
活
に
密
接
し
た
小
河
川
の
汚
濁
実
態
と
被
害
状
況
を

戸
塚
区
田
谷
地
区
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
調
査
対
象
地
区
の
田
谷
長
尾
台
地
区
は
、
昭
和
四
十

八
年
に
農
業
専
用
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
柏
尾
川

の
支
流
で
あ
る
大
面
川
と
湧
水
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

水
田
が
約
1
0
ｈ
ａ
あ
る
。
（
図
-
１
）
。

　
調
査
は
、
①
水
質
調
査
（
７
地
点
）
、
②
水
量
調
査

　
（
５
地
点
）
、
③
土
壌
調
査
、
④
後
背
地
調
査
、
⑤
被

害
調
査
か
ら
な
り
、
五
十
一
年
六
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
全
調
査
を
実
施
し
、
昭
和
五
十
三
年
度
を
目
途

に
、
調
査
結
果
の
分
析
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
対
策
案
づ

く
り
を
計
画
し
て
い
る
。
（
表
-
２
、
農
業
用
水
汚
濁

防
止
対
策
に
関
す
る
年
度
別
計
画
）

　
水
質
調
査
は
、
汚
濁
水
か
ら
の
過
剰
供
給
が
問
題
と

な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
の
ほ
か
、
有
機
性
窒
素
、
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
）
、
浮
遊
物
質
、
Ｐ
Ｈ

　
（
ペ
ー
ハ
ー
）
を
分
析
項
目
と
す
る
。
ま
た
水
質
は
汚

水
や
雨
水
の
流
入
量
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
水
質
と
水
量
の
調
査
は
一
体
と
し
て
行
う
も

調査季報51　76.9
49



の
と
す
る
。

　
土
壌
調
査
は
、
汚
濁
物
質
に
よ
る
土
壌
の
物
理
的
・

化
学
的
影
響
を
調
査
す
る
も
の
で
、
生
育
収
量
等
の
被

害
調
査
と
と
も
に
栽
培
技
術
の
改
善
に
必
要
な
調
査
で

あ
り
、
後
背
地
調
査
と
は
、
水
系
や
汚
染
源
の
分
布
、

地
域
の
開
発
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
概
況
調
査
で
あ

る
。

　
〈
参
考
〉
農
業
用
水
と
し
て
最
良
の
も
の
は
作
物
の
生

育
各
期
に
使
用
で
き
る
水
質
基
準
を
常
時
保
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
農
業
用
水
の
望
ま
し
い
基
準
を
神
奈
川

県
農
業
綜
合
研
究
所
の
資
料
よ
り
引
用
す
る
と
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

①
水
温
　
最
適
三
〇
～
三
四
℃
（
二
〇
度
以
上
）
最
低

　
　
　
　
一
三
～
一
四
℃

②
釦
最
適
六
～
七
・
五
　
最
高
八
・
六
　
最
低
五
・
八

③
電
気
伝
導
度
（
Ｅ
・
Ｃ
）
〇
・
三
ミ
リ
モ
ー
／
㎝
以
下

④
溶
存
酸
素
五
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上

⑤
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
五
・
一
八
Ｐ

　
Ｐ
Ｍ
以
下

⑤
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
五
・
一
～
八
Ｐ
Ｐ

　
Ｍ
以
下

⑦
溶
解
残
留
物
　
三
〇
〇
～
五
〇
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ

⑧
全
窒
素
｀
　
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑨
浮
遊
物
質
（
Ｓ
Ｓ
）
　
一
〇
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑩
銅
ら
○
・
○
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑪
コ
バ
ル
ト
Ｃ
ｏ
〇
・
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑫
亜
鉛
Ｚ
ｎ
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑬
ニ
ッ
ケ
ル
剛
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑭
カ
ド
ミ
ニ
ウ
ム
Ｃ
ｄ
Ｏ
・
○
三
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑮
塩
類
Ｃ
ｌ
一
、
○
○
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

⑯
油
・
軽
油
２
ｌ
／
ａ
以
下
　
重
油
５
ｌ
／
ａ
以
下

⑰
洗
剤
Ａ
Ｂ
Ｓ
五
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

五

ゆ
た
か
な
田
園
風
景
の
復
活
の
た
め
に

　
農
業
用
水
の
汚
濁
の
実
態
と
問
題
点
等
に
つ
い
て
種

々
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
問
題
は
都
市
施
設
の
整
備
の

遅
れ
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

図‐１　農業用水汚濁実態調査実施地区
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根
本
的
対
策
は
小
河
川
に
都
市
下
水
が
流
入
し
な
い

よ
う
な
、
下
水
道
の
整
備
が
そ
の
決
め
手
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
農
政
指
導
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
は
、
一
日

も
早
く
、
小
河
川
が
昔
日
の
姿
に
戻
る
こ
と
を
希
求
す

る
が
、
当
面
は
何
ら
か
の
応
急
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
現
在
、
農
業
用
水
汚
濁
の
な
か
で
、
最
も
被
害
を
与

え
て
い
る
も
の
は
窒
素
過
剰
で
あ
る
。

　
窒
素
は
蛋
白
質
を
構
成
す
る
一
つ
の
重
要
な
組
成
分

で
、
植
物
の
生
命
の
根
源
を
な
す
原
形
質
の
主
要
部
分

は
蛋
白
質
か
ら
な
っ
て
い
る
。
窒
素
は
ま
た
、
葉
緑
素

の
生
成
に
不
可
欠
で
、
こ
れ
が
欠
亡
す
る
と
葉
が
黄
化

し
炭
素
同
化
作
用
が
抑
制
さ
れ
る
。
即
ち
、
炭
水
化
物

の
生
成
は
窒
素
の
適
当
な
供
給
に
よ
っ
て
健
全
に
行
な

わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
す
窒
素
も
過
剰
に
な

る
と
、
前
述
の
よ
う
な
青
立
ち
・
倒
伏
・
結
実
不
良
等

の
被
害
が
発
生
す
る
。

　
現
在
、
都
市
下
水
の
脱
窒
素
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

種
々
、
研
究
が
な
さ
れ
実
用
化
を
み
て
い
る
が
、
農
業

サ
イ
ド
に
た
っ
て
考
え
る
と
き
、
次
の
よ
う
な
前
提
条

件
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
シ
ス
テ
ム
が
簡
単
で
コ
ス
ト
が
低
廉
で

あ
る
こ
と
。
農
産
物
は
特
殊
な
も
の
を
除
き
生
産
価
格

は
低
い
。
こ
の
た
め
い
か
に
良
好
な
農
業
用
水
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
単
価
が
高
額
に
つ
く
な
ら
ば
導
入
普
及
は

不
適
で
あ
る
。

　
第
二
に
そ
の
維
持
管
理
が
容
易
で
地
域
全
休
で
管
理

で
き
る
よ
う
な
も
の
が
望
ま
し
い
。

　
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
と
、
脱
窒

素
方
式
の
数
あ
る
中
で
酸
化
池
法
に
よ
る
も
の
を
取
り

あ
げ
た
い
。

　
酸
化
池
方
式
は
、
河
川
水
を
浅
い
池
（
水
深
一
ｍ
程

度
）
に
約
一
〇
日
間
貯
留
し
て
お
く
。
こ
の
際
、
好
気

性
状
態
を
保
つ
た
め
、
軽
く
ば
っ
気
す
る
か
、
ケ
ス
ナ

ー
ブ
ラ
シ
な
ど
で
、
水
流
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
で
水
中

に
緑
藻
類
セ
ネ
デ
ス
ム
ス
・
ク
ロ
レ
ラ
な
ど
の
植
物
性

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
に
ア
ン
モ
ニ
ア
性

窒
素
を
摂
取
さ
せ
る
。
水
温
は
一
〇
℃
以
上
が
望
ま

し
く
、
農
業
用
水
の
需
要
期
に
は
最
適
で
あ
る
。
酸
化

池
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
の
除
去
率
は
八
〇
％
と

期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
方
式
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
河
川

水
の
汚
濁
の
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
と
、
地
域

の
必
要
農
業
用
水
量
を
確
保
で
き
る
容
積
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。

　
酸
化
池
の
面
積
が
決
定
す
れ
ば
、
こ
れ
を
い
か
に
水

口
部
分
に
確
保
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ

に
対
し
て
は
現
在
地
域
内
に
あ
る
休
耕
田
を
も
っ
て
充

当
し
。
地
域
農
業
者
全
体
の
総
意
に
よ
り
設
置
管
理
す

る
よ
う
に
す
る
。

　
こ
の
酸
化
池
は
湿
生
植
物
園
的
な
役
割
を
担
わ
せ
都

表-2　農業用水汚濁の対策に関する年度別計画
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市
景
観
に
も
役
立
て
た
い
。

　
植
栽
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
ア
シ
、

マ
コ
モ
、
ガ
マ
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ハ
ン
ノ

キ
、
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
池
の
管
理
は
地
域
農
業
者
全
体
が
年
二
回
ぐ
ら
い
の

共
同
作
業
で
あ
た
り
た
い
。
こ
う
し
た
共
同
作
業
は
階

層
分
化
の
進
む
農
村
集
落
の
連
帯
感
の
育
成
に
資
す
る

も
の
で
も
あ
る
。

　
ま
た
水
田
全
体
を
一
種
の
酸
化
池
と
考
え
れ
ば
、
汚

濁
水
を
浄
化
し
て
下
流
部
分
へ
流
出
す
る
現
在
の
あ
り

方
に
再
検
討
を
加
え
、
反
覆
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検

討
を
加
え
、
農
業
専
用
地
区
内
の
水
田
と
畑
と
を
連
結

さ
せ
、
余
剰
水
は
畑
地
灌
漑
に
ま
わ
す
よ
う
に
す
る
。

　
水
資
源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
現
今
、
農
業
サ
イ
ド

の
こ
う
し
た
高
度
利
用
は
多
少
の
財
政
負
担
が
伴
な
う

に
し
て
も
、
水
田
の
も
つ
都
市
環
境
の
保
全
・
災
害
時

の
遊
水
池
機
能
を
考
え
る
と
き
、
都
市
サ
イ
ド
で
の
負

担
は
不
当
な
も
の
で
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
農
業
用
水
汚
濁
防
止
と
い
っ
た
地
道
な
積

み
重
ね
が
や
が
て
、
水
の
あ
る
豊
か
な
田
園
風
景
の
復

活
と
住
み
よ
い
都
市
造
り
に
連
な
る
こ
と
を
確
信
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
付
記

　
こ
の
小
論
を
と
り
ま
と
め
る
に
当
り
、
次
の
資
料
を

参
考
と
し
た
。

　
昭
和
4
1
年
度
　
農
業
用
水
汚
濁
調
査
報
告
書
１

　
昭
和
4
2
年
度
　
農
業
用
水
汚
濁
調
査
報
告
書
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
農
政
部

　
昭
和
4
4
年
　
農
業
と
公
害
―
農
業
用
水
の
水
質
保
全

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
光
晴
　
地
球
出
版
株
式
会
社

　
昭
和
4
6
年
　
現
代
社
会
と
農
業
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
農
林
統
計
協
会

52
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